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学
生
の
流
動
化
と
支
援
体
制

学
生
の
流
動
化

　
　
学
生
の
流
動
化
は
、
編
入
学
生
、
社
会
人
学
生
、
帰
国
子
女
、
留

修
学
生
な
ど
、
従
来
の
新
規
高
卒
入
学
者
を
中
心
と
し
た
大
学
生
に
対

　
し
て
、
新
し
い
形
態
の
学
生
の
移
動
を
指
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
う

　
し
た
流
動
化
す
る
学
生
は
、
従
来
の
学
生
に
対
し
て
、
「
非
正
規
型

　
学
生
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
（
金
子
元
久
「
流
動
的
知
識
社
会
と
学

　
位
制
度
」
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
『
学
位
研
究
』
第
一
七
号

　
二
〇
〇
三
年
）
。
こ
の
よ
う
な
言
い
方
自
体
が
新
規
高
卒
者
を
中
心

　
と
し
た
入
学
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
う
日
本
の
高
等
教
育
の
特

　
徴
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
編
入
学
生
や
社
会

　
人
学
生
や
留
学
生
な
ど
の
流
動
す
る
学
生
は
、
以
前
か
ら
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
小
林
雅
之

（
東
京
大
学
大
学
総
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
）

羅灘
i欝灘縣

い
た
が
、
こ
こ
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
、
量
的
に
も
増
大
し
、
政
府
や

大
学
に
対
し
て
対
応
を
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
学
生
の
流
動
化
は
高
等
教
育
政
策
の
上
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
に

は
既
に
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
七
六
年
の
第
一
次
高
等
教

育
計
画
は
、
「
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
流
動
化
」
を
政
策
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
全
体
や
個

別
大
学
が
流
動
化
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
そ
の
後
の
一
連
の
高
等
教
育

計
画
や
高
等
教
育
政
策
は
、
単
位
累
積
加
算
、
編
入
学
の
促
進
な
ど
、

流
動
化
の
具
体
的
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
学
生
の
流
動
化
の
進
展
に
は
長
い
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
編
入
学
者
に
つ
い
て
統
計
が
取
ら
れ
た
の

は
文
部
科
学
省
「
学
校
基
本
調
査
」
で
は
一
九
八
三
年
か
ら
で
、
そ
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の
時
の
編
入
学
者
数
は
三
九
二
五
名
で
、
こ
れ
は
同
年
の
入
学
者
の

　
O
・
九
％
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
〇
五
年
に
は
編
入

　
学
者
は
一
万
五
一
六
九
名
に
増
加
し
て
お
り
、
入
学
者
の
二
・
五
％

　
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
以
上
の
よ
う
に
、
一
口
に
流
動
化
と
言
っ
て
も
、
留
学
生
（
日
本

一て
に
来
る
場
合
と
日
本
か
ら
留
学
す
る
場
合
が
あ
る
）
や
帰
国
子
女
の

い
の
よ
う
な
国
際
レ
ベ
ル
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
編
入
学
や
転
学
と
い
っ
た

騰
国
内
レ
ベ
ル
の
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
高
等
教
育
政
策
レ
ベ
ル
の
問

献
題
も
あ
れ
ば
、
個
別
高
等
教
育
機
関
レ
ベ
ル
の
問
題
も
あ
る
。
さ
ら

学
に
言
え
ば
、
流
動
化
の
促
進
が
無
条
件
に
高
等
教
育
に
と
っ
て
望
ま

入編
し
い
と
言
え
る
か
否
か
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

嵐制
　
私
自
身
は
、
流
動
化
は
、
そ
れ
自
体
高
等
教
育
の
目
的
で
な
い
と

換姫
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
学
生
の
流
動
化
が
増
加
す
る
こ
と
そ
れ
自

鱒　
体
は
、
高
等
教
育
の
目
的
で
は
な
い
。
し
か
し
、
留
学
や
編
入
学
な

備
ど
を
望
む
学
生
に
対
し
て
、
既
存
璽
口
同
等
教
育
シ
ス
テ
ム
や
個
型
。
同

整
等
教
育
機
関
が
十
分
に
応
え
て
い
な
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
と
考
え

境環
て
い
る
。
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
課
題
の
一
つ
は
、
学
生
の
進
路
変

学修
更
に
対
応
で
き
る
こ
と
で
、
デ
ツ
ド
エ
ン
ド
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で

の
あ
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
進
路
変
更
を
望
む
学
生
は
、
高
等
教
育

生学
の
マ
ス
化
さ
ら
に
は
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
従
っ

築
て
学
生
層
が
多
様
化
す
る
こ
と
で
増
加
す
る
。

特
　
　
国
際
的
に
み
る
と
、
ド
イ
ツ
の
大
学
で
は
転
学
の
自
由
が
保
障
さ

れ
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
計
画
や
ア
メ
リ
カ
の
高
等

教
育
の
編
入
学
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
は
、
学
生
の
流

動
化
に
対
応
あ
る
い
は
促
進
す
る
た
め
の
試
み
で
あ
る
。
実
際
、
ア

メ
リ
カ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
学
生
の
約
三
割

は
四
年
制
大
学
へ
編
入
学
し
て
い
る
（
以
下
の
数
字
は
2
0
国
ω
。

8
8
●
9
包
憲
o
霧
9
国
倉
。
蝕
8
に
よ
る
）
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ

カ
高
等
教
育
の
多
様
性
に
十
分
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
四
年
制
大
学
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
相
違
は
、
日
本
の
四
年
制
大
学
と
短
期
大

学
・
高
等
専
門
学
校
・
専
門
学
校
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
も
そ
れ
ほ

ど
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
は
約

三
分
の
二
は
パ
ー
ト
・
タ
イ
ム
学
生
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
二
年
制
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
パ
ー

ト
・
タ
イ
ム
学
生
は
卒
業
ま
で
平
均
し
て
三
年
半
ほ
ど
か
か
っ
て
い

る
。
ま
た
、
二
五
歳
以
上
の
成
人
学
生
も
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
点
は
日
本
の
短
期
高
等
教
育
機
関
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
学
生
層
は
多
様
で
あ
る
。
日
本
の
学

生
の
大
部
分
を
占
め
る
高
卒
後
直
ち
に
進
学
す
る
学
生
は
伝
統
的
学

生
（
富
昏
δ
臣
一
訟
呂
。
邑
と
呼
ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
大
学
院
生
を

含
め
た
学
生
全
体
の
約
四
割
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の

高
等
教
育
と
日
本
を
比
較
す
る
時
に
は
、
こ
の
点
に
十
分
注
意
す
る
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一
必
要
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
学
生
σ
多
様
性
の
た
め
に
、
学

匠
生
の
流
動
化
や
移
動
（
目
o
げ
暮
蔓
）
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
な
課

つに
題
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

醗
こ
の
よ
う
礁
ア
メ
リ
カ
で
は
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
●
カ
レ
ッ
ジ
か
ら

大吉
祠
四
年
制
大
学
へ
の
編
入
学
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
・
ア

学
入
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
つ
ま
り
学
力
を
問
わ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ

編嵐
ジ
か
ら
四
年
制
大
学
へ
の
編
入
学
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

灘
う
な
外
国
の
事
例
が
、
日
本
の
高
等
教
育
に
と
っ
て
、
無
条
件
に
望

遡
　
ま
し
い
と
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　
　
日
本
の
場
合
で
も
、
学
生
の
多
様
化
と
流
動
化
の
状
況
に
対
応
す

備
る
こ
と
は
、
高
等
教
育
政
策
や
個
別
大
学
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
学
生

整境
の
進
路
変
更
を
容
易
に
す
る
こ
と
は
、
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
柔
軟

環学
性
を
山
口
同
め
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
そ
う
し
た
対
応
が
、
流

修
動
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
流
動
化

の生
は
、
高
等
教
育
の
目
的
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
る

学
●
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
で
あ
る
。

集
以
上
の
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
流
動
化
に
対
し
て
は
、
個

特
別
大
学
レ
ベ
ル
の
対
応
だ
け
で
な
く
・
高
等
教
育
ン
ス
テ
ム
全
体
の

　
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム

　
　
レ
ベ
ル
の
施
策
と
し
て
の
編
入
学
の
促
進
、
単
位
の
包
括
認
定
制
度

　
な
ど
に
つ
い
て
は
本
誌
の
別
の
論
文
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

　
　
で
は
ふ
れ
な
い
。

　
た
だ
、
一
連
の
高
等
教
育
の
流
動
化
施
策
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

よ
り
大
き
な
問
題
は
、
流
動
化
の
施
策
が
、
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の

中
で
も
高
等
教
育
機
関
へ
の
入
り
口
の
み
に
限
定
さ
れ
て
き
た
き
ら

い
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
社
会
人
入
試
、
帰
国
子
女
入
試

な
ど
入
学
者
の
選
抜
は
多
様
化
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
選
抜
の

結
果
と
し
て
多
様
化
し
た
学
生
に
対
し
て
、
教
育
、
学
習
、
生
活
さ

ら
に
卒
業
に
対
す
る
支
援
に
は
乏
し
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
日
本
の

大
学
に
お
け
る
流
動
化
と
そ
の
支
援
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た
い
。

二
　
流
動
化
の
支
援

　
学
生
支
援
制
度
と
り
わ
け
学
生
へ
の
財
政
的
な
援
助
が
学
生
の
流

動
化
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
大
学
関
係
者
や
研
究
者
の
間
で
も
、
広

く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
入
学
金
や
授
業
料

減
免
、
あ
る
い
は
大
学
独
自
の
奨
学
金
な
ど
の
財
政
的
な
支
援
制
度

は
流
動
化
の
促
進
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

現
在
の
日
本
の
大
学
の
入
学
金
は
約
三
〇
万
円
で
、
こ
の
入
学
金
が

編
入
学
な
ど
の
流
動
化
を
阻
害
す
る
バ
リ
ア
ー
に
な
っ
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
と
く
に
低
所
得
層
に
と
っ
て
負
担
は
大
き
い
。
な
お
、
こ

の
入
学
金
は
、
日
本
独
自
の
も
の
で
、
韓
国
な
ど
一
部
の
国
以
外
に

は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
場
合
で
も
日
本
ほ
ど
高
額
で
は
な
い
。
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大
学
が
独
自
に
設
置
す
る
奨
学
金
を
こ
こ
で
は
大
学
独
自
奨
学
金

　
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
大
学
独
自
奨
学
金
（
謀
昏
呂
o
轟
ご
蕊

　
は
、
近
年
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
学
生
募
集
や
学
生
獲
得
の
手
段
と

　
し
て
、
広
範
に
普
及
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
私
立
大
学
で
は
ほ
と

　
ん
ど
の
大
学
が
何
ら
か
の
大
学
独
自
奨
学
金
制
度
を
持
っ
て
い
る
。

［て
公
立
大
学
で
も
次
第
に
普
及
し
始
め
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
詳

い
つ
し
く
は
、
小
林
雅
之
・
濱
中
義
隆
・
島
一
則
『
学
生
援
助
制
度
の
日

に麟
米
比
較
』
文
教
協
会
研
究
成
果
報
告
書
　
二
〇
〇
二
年
を
参
照
願
え

献
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
）
大
学
独
自
奨
学
金
は
、
学
生
の
経
済
的
な
負

学
担
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
、
流
動
化
に
も
大
き
な
寄
与
を
し
て
い
る

入編
と
考
え
ら
れ
る
。
学
費
減
免
制
度
も
同
様
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

度制
学
費
免
除
は
金
額
的
に
は
半
額
免
除
で
も
か
な
り
の
額
に
な
る
た

換随
め
、
奨
学
金
と
同
じ
よ
う
な
効
果
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

輝
さ
亀
財
政
禦
学
生
援
助
だ
け
で
隻
そ
れ
以
外
の
学
生

備
支
援
制
度
も
流
動
化
の
促
進
に
寄
与
し
て
い
る
。
先
に
ふ
れ
た
よ
う

整
に
、
編
入
学
者
や
社
会
人
や
留
学
生
な
ど
、
多
様
化
し
流
動
化
す
る

境環
学
生
は
、
一
般
の
学
生
と
は
、
大
き
く
異
な
る
背
景
や
特
性
を
持
っ

学修
て
入
学
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
学
生
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異

の
な
る
受
け
入
れ
態
勢
が
必
要
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
編
入
学
者

生学
や
進
路
変
更
希
望
者
や
留
学
生
な
ど
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

集
学
生
相
談
、
特
別
な
授
業
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
教
員
の
特
別
な

特
手
当
、
履
修
負
担
軽
減
措
置
な
ど
で
あ
る
。

　
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
編
入
学
や
留
学
生
な
ど
の
学
生
の
流
動
化

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
単
に
編
入
学
生
や
留
学
生
の
受
け
入
れ
を

拡
げ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
特
別
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
具
体
的
な
支
援
策
が
な
け
れ
ば
、
学
生
は
学
習

や
生
活
に
困
難
を
感
じ
、
結
果
と
し
て
長
期
的
に
は
流
動
化
を
阻
害

す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　
現
在
で
は
、
日
本
の
大
学
で
も
、
こ
う
し
た
学
生
支
援
制
度
が
あ

る
程
度
普
及
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
制
度
が

ど
の
程
度
普
及
し
て
い
る
の
か
は
、
個
別
の
大
学
で
は
把
握
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
全
国
の
大
学
の
状
況
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
日
本
学
生
支
援
機
構
が
二
〇
〇
五
年
に
実
施
し
た

「
大
学
等
に
お
け
る
学
生
生
活
支
援
の
実
態
調
査
」
で
は
、
就
職
支

援
、
学
生
相
談
、
経
済
支
援
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
流
動
化
す
る
学
生
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
個
別
大
学
学
部
レ
ベ
ル
の
流
動
化
支
援
に
つ
い
て
、
私
た
ち

が
実
施
し
た
、
初
め
て
の
全
国
調
査
の
結
果
か
ら
以
下
で
は
具
体
的

な
例
を
紹
介
し
た
い
（
詳
し
く
は
、
吉
川
裕
美
子
他
「
学
生
の
流
動

化
と
学
士
課
程
教
育
」
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
『
学
位
研
究
』

第
一
八
号
二
〇
〇
四
年
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
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「π
三
　
流
動
化
に
対
す
る
財
政
的
支
援
状
況

の醗
　
ま
ず
、
入
学
金
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
で
は
編
入

大山
。
澗
学
者
に
対
す
る
減
免
設
置
を
設
け
て
い
る
学
部
が
多
い
。
こ
れ
に
対

蝉
し
て
私
立
大
学
で
は
、
同
一
・
系
列
法
人
か
ら
の
入
学
者
や
再
入
学

編嵐
者
に
つ
い
て
減
免
措
置
を
と
っ
て
い
る
学
部
が
多
い
。
さ
ら
に
、
留

鮒
学
生
に
つ
い
て
は
、
国
公
私
立
大
学
と
も
、
協
定
校
か
ら
の
留
学
生

遡
　
に
つ
い
て
減
免
措
置
を
設
置
し
て
い
る
学
部
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し

　
て
、
制
度
的
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
学
部
が
多
い
の
は
、
成
人
学
生

備
に
対
す
る
減
免
措
置
で
あ
る
。

整境
大
学
独
自
奨
学
金
制
度
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
私
立
大
学
で

輯
は
相
対
的
に
普
及
し
て
い
る
の
に
対
し
て
璽
ユ
大
学
霞
あ
ま

修
り
み
ら
れ
な
い
（
先
に
も
ふ
れ
た
日
本
学
生
支
援
機
構
が
二
〇
〇
五

の生
年
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、
国
立
大
学
で
約
三
割
と
な
っ
て
い
る
。

孝
た
だ
し
、
国
立
大
学
財
務
・
経
営
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
〇
六
年
一
月
に

集
実
施
し
た
調
査
で
は
、
国
立
大
学
の
う
ち
新
設
予
定
を
含
め
て
大
学

特
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
独
自
奨
学
金
制
度
を
も
つ
の
は
約
七
割
に
達
し
て
お
り
　
法
人
化
後

　
　
に
急
速
に
こ
の
制
度
が
設
置
な
い
し
新
設
あ
る
い
は
予
定
さ
れ
て
い

　
　
る
と
み
ら
れ
る
。
『
国
立
大
学
法
人
の
財
務
・
経
営
の
実
態
に
関
す

　
　
る
全
国
調
査
　
中
間
報
告
書
』
参
照
）
。

　
　
留
学
生
に
関
し
て
は
国
立
大
学
の
中
で
も
、
大
学
独
自
の
奨
学
金

制
度
を
持
つ
学
部
も
み
ら
れ
、
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
学
部
が
あ
る
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
・
O
B
や
退
官
し
た
教
官
の
寄
付
な
ど
を
利
用
し
て
、
法
学
部
独

　
　
自
に
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
を
設
け
、
留
学
生
や
海
外
に
留
学
す
る
日

　
　
本
人
学
生
の
奨
学
金
に
充
当
し
て
い
る
。
ご
れ
が
イ
ン
セ
ン
テ

　
　
イ
ブ
と
な
り
、
活
発
な
留
学
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
大
学
独
自
奨
学
金
制
度
が
ほ
と
ん
ど
設
置
さ
れ

て
い
な
い
の
は
、
再
入
学
者
や
成
人
学
生
の
場
合
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
国
公
立
大
学
で
は
、
再
入
学
者
や
成
人
学
生
に
対
す
る
大
学
独

自
奨
学
金
制
度
を
設
置
し
て
い
る
学
部
は
二
〇
〇
三
年
の
調
査
時
点

で
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　
流
動
化
を
促
進
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
学
生
へ
の
財
政
援
助

制
度
は
授
業
料
の
減
免
措
置
で
あ
る
。
国
公
立
大
学
で
は
、
経
済
的

困
窮
者
や
成
績
優
秀
者
に
対
す
る
授
業
料
減
免
制
度
が
最
も
普
及
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
次
い
で
、
留
学
生
や
休
学
者
に
対
す
る
授
業
料

減
免
制
度
を
持
つ
学
部
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私

立
大
学
で
は
、
留
学
生
や
休
学
者
に
対
す
る
授
業
料
減
免
制
度
が
最

も
多
く
、
次
い
で
、
留
学
中
の
在
学
者
に
対
す
る
授
業
料
減
免
制
度

も
設
置
さ
れ
て
い
る
学
部
が
多
い
。

　
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
再
入
学
者
や
編
入
学
者
に
対
す
る
授
業
料

減
免
制
度
は
ほ
と
ん
ど
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
国
公
立
大
学

で
は
き
わ
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
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四
　
そ
の
他
の
流
動
化
支
援
の
体
制

　
　
ヒ
れ
ま
で
学
費
免
除
や
奨
学
金
な
ど
学
生
に
対
す
る
財
政
的
な
支

　
援
制
度
の
設
置
状
況
を
み
て
き
た
。
財
政
的
な
支
援
制
度
を
有
し
て

一て
い
る
大
学
学
部
は
比
較
的
多
く
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
学
生
の
流
動

い
つ
化
を
促
進
す
る
学
生
支
援
制
度
は
財
政
的
な
制
度
だ
け
に
限
ら
れ
る

に醗
わ
け
で
は
な
い
。
限
ら
れ
た
予
算
や
人
員
の
な
か
で
、
多
く
の
大
学

献
が
学
生
の
流
動
化
の
た
め
の
方
策
を
工
夫
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

学
そ
の
他
の
学
生
支
援
制
度
と
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
特
別
な
授

入編
業
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
教
員
の
特
別
な
手
当
、
履
修
負
担
軽
減

嵐制
措
置
の
四
つ
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

換

繭
議
慧
繧
驚
講
糧
霧
顎

特集・学生の修学環境整

　
・
留
学
生
の
学
業
や
日
常
生
活
等
に
関
す
る
相
談
者
と
し
て
、
一

　
　
年
間
、
留
学
生
一
人
に
つ
き
一
～
三
名
の
日
本
人
学
生
が
バ
デ

　
　
ィ
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

　
・
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
（
日
本
人
学
生
に
よ
る

　
　
留
学
生
へ
の
学
習
支
援
）

　
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
特
別
な
授
業
編
成
な
ど
、
そ
の
他
の
制
度
を

設
置
し
て
い
る
大
学
は
国
公
私
立
大
学
と
も
少
な
い
。
そ
の
中
で
は
、

編
入
学
者
に
対
し
て
、
特
別
な
授
業
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
や
履
修

負
担
軽
減
措
置
を
と
っ
て
い
る
学
部
が
比
較
的
多
い
。
こ
の
例
と
し

て
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
・
医
学
部
医
学
科
は
、
全
て
の
科
目
が
必
須
の
た
め
、
学
士
編
入

　
　
生
が
入
学
以
前
に
終
了
ま
た
は
開
始
さ
れ
た
科
目
に
つ
い
て
、

　
　
当
該
教
官
が
補
習
、
自
主
学
習
の
た
め
の
個
別
指
導
を
行
っ
て

　
　
い
る
。

　
特
別
な
授
業
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
・
編
入
学
生
に
対
し
て
、
単
位
認
定
を
行
っ
た
科
目
の
一
部
（
解

　
　
剖
学
、
生
理
学
）
で
は
放
課
後
に
補
習
授
業
を
開
講
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
空
き
時
間
を
利
用
し
て
単
位
認
定
し
た
科
目
を
自
由
に

　
　
聴
講
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　
特
別
な
教
員
の
手
当
の
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
・
ク
ラ
ス
担
任
と
は
別
に
留
学
生
担
当
教
員
を
配
置

　
・
留
学
生
が
多
い
国
の
教
員
採
用

　
履
修
上
の
負
担
軽
減
措
置
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
・
二
年
次
後
期
か
ら
開
講
し
、
三
年
次
前
学
期
で
終
了
す
る
科
目

　
　
に
つ
い
て
は
、
後
半
部
分
を
履
修
し
、
前
半
部
分
に
つ
い
て
は
、

　
　
補
講
あ
る
い
は
レ
ポ
ー
ト
等
の
処
置
を
と
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
留
学
生
や
編
入
学
生
へ
の
支
援
策
と
し
て
は
、
財
政
的

な
支
出
を
そ
れ
ほ
ど
か
け
ず
、
創
意
工
夫
で
対
応
し
て
い
る
例
が
注
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一
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ぼ
　
　
・
留
学
生
に
パ
ソ
コ
ン
、
電
化
製
品
、
自
転
車
な
ど
の
貸
出

つに
　
　
・
入
国
管
理
局
の
在
留
期
問
の
更
新
手
続
き
な
ど
の
取
次
申
請

麟
・
箪
生
が
寝
所
や
銀
行
で
の
手
続
き
を
す
る
際
の
協
力

｛
目
祠
　
・
買
い
物
を
す
る
場
所
や
大
学
周
辺
の
地
理
な
ど
の
案
内

学入
　
　
・
学
生
間
の
交
流
や
、
日
本
文
化
理
解
を
深
め
る
た
め
の
行
事

編
度
　
　
（
例
　
バ
ス
ハ
イ
ク
、
ウ
エ
ル
ガ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
等
）
を
計
画

灘
　
　
し
、
仲
間
作
り
、
日
本
を
知
る
支
援

互

噸
　
　
　
・
ア
パ
ー
ト
の
安
価
な
斡
旋

　
　
　
・
連
帯
保
証
人
制
度
（
ア
パ
ー
ト
等
の
賃
貸
借
契
約
時
の
連
帯
保

備
　
　
証
）

整境
　
　
・
留
学
生
に
は
、
独
自
の
奨
学
金
の
開
設
、
企
業
奨
学
金
の
依
頼
、

輯
企
業
の
所
有
す
る
習
寮
の
使
用
許
可
依
頼
な
ど
の
支
援

修
・
留
学
生
に
対
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
斡
旋

の生
　
　
・
二
年
次
編
入
学
者
に
対
し
、
入
学
手
続
き
終
了
後
に
順
次
一
、

孝
　
　
　
二
年
次
の
シ
ラ
バ
ス
を
送
付
し
、
事
前
に
案
内

集
　
　
留
学
生
に
対
す
る
支
援
策
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
単
に
留

特　
学
生
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
留
学
生
と
地
域
交
流
の
促
進
の

　
支
援
（
町
、
市
民
祭
り
参
加
等
）
」
等
、
相
互
交
流
を
促
進
す
る
よ

　
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
大
学
学
部
も
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
し
か
し
、
他
方
で
、
他
の
学
生
と
編
入
学
生
や
留
学
生
と
全
く
差

　
を
付
け
な
い
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
い
る
大
学
学
部
も
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
大
学
で
は
組
織
的
な
取
組
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
み
ら
れ

る
。五

　
流
動
化
支
援
の
今
後
の
課
題

　
流
動
化
を
支
援
す
る
た
め
の
大
学
の
体
制
に
つ
い
て
み
て
き
た
。

学
生
の
流
動
性
を
促
進
す
る
た
め
の
学
生
支
援
制
度
と
し
て
、
財
政

的
な
支
援
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
比
較
的
普
及
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
他
の
特
別
な
措
置
は
あ
ま
り
と
ら
れ
て
い
な
い
。
特
に
、
留
学

生
に
対
す
る
支
援
に
比
べ
る
と
編
入
学
者
や
成
人
学
生
あ
る
い
は
進

路
変
更
希
望
者
に
対
す
る
支
援
は
流
動
化
の
促
進
の
た
め
に
必
要
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
財
政
的
な
支
援
だ
け
で
な
く
、
特
別
な
授
業
・
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
や
教
員
の
特
別
な
手
当
な
ど
は
も
つ
と
実
施
さ
れ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
留
学
生
の
た
め
の
支
援
の
中
心
と
な
る
組
織
と
し
て
、

あ
る
い
は
留
学
生
の
た
ま
り
場
と
し
て
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
や
留
学

生
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
国
際
交
流
室
な
ど
は
多
く
の
大
学
学
部
で
設

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
セ
ン
タ
ー
は
流
動
化
の
促
進
に
き
わ
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
留
学
生
だ
け
で

な
く
、
社
会
人
学
生
や
編
入
学
生
な
ど
の
学
生
支
援
の
た
め
の
体
制

（
セ
ン
タ
ー
、
委
員
会
な
ど
）
を
い
か
に
組
織
化
し
活
動
し
て
い
く

か
は
今
後
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
連
で
具
体
的
な
紹
介
は
し
な
い
が
、

　
大
学
の
限
ら
れ
た
予
算
と
人
員
で
は
、
流
動
化
支
援
に
関
す
る
問
題

　
は
山
積
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
留
学
生
に
つ
い
て
、
高
等
教
育
制
度

　
の
相
違
か
ら
発
生
す
る
単
位
認
定
や
履
修
上
の
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ

　
る
。
し
か
も
現
在
の
間
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
、
大
学
内
の
問
題
だ

一
　
　
、

て
け
で
な
く
行
政
や
さ
ら
に
社
会
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
点
も
多
い
。

肌
編
入
学
者
の
資
格
取
得
な
ど
日
本
人
学
生
に
関
す
る
も
の
も
少
な
く

に
醗
な
い
が
、
と
り
わ
け
、
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
在
留
資
格
な
ど
制
度

献
上
の
課
題
が
多
い
。
さ
ら
に
、
留
学
生
と
大
学
外
の
社
会
と
の
ト
ラ

蝋
ブ
ル
は
、
文
化
や
価
値
観
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
、
問
題
の
根
は
深

入編
く
、
解
決
が
困
難
な
問
題
で
あ
る
。

犠
　
　
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
は
、
単
な
る
個
別
高
等
教
育
機
関
だ
け

換整
は
入
国
管
理
な
ど
文
教
行
政
を
こ
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

境環
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
自
由
回
答
の
中
で

俳
も
多
く
の
意
暴
表
明
さ
れ
て
塊

の
　
　
ま
た
、
流
動
化
の
促
進
は
一
方
で
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
大
学

生学
や
社
会
に
と
っ
て
き
わ
め
て
好
結
果
を
生
ん
で
い
る
こ
と
も
調
査
結

．
果
か
ら
確
か
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
摩

集特
擦
な
ど
、
流
動
化
に
よ
っ
て
新
し
い
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
う
し
た
問
題
が
、
制
度
の
不
備
や
財
政
的
な
制
約
な
ど
に
起
因
し

て
い
る
と
し
て
も
、
今
日
の
経
済
状
況
や
財
政
状
況
で
は
、
個
別
大

学
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
は
き
わ
め
て

難
し
い
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
困
難
な
状
況
の
中
で
、
大
学
学
部
自
身
の
創

意
工
夫
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
改
善
に
取
り
組
む
積
極
的
な
例
も
多

数
み
ら
れ
る
。
学
生
の
流
動
化
の
障
害
を
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
は
学

生
の
流
動
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決

し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
積
極
的
な
事
例
を
良
い
例
（
α
q
o
a

冥
器
一
8
）
と
し
て
参
考
に
し
て
、
自
大
学
や
学
部
に
取
り
入
れ
て

い
こ
う
と
す
る
大
学
学
部
自
身
の
積
極
的
な
姿
勢
が
何
よ
り
求
め
ら

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
と
に
、
個
別
大
学
レ
ベ
ル
で
は
、
社
会

人
入
試
や
編
入
学
試
験
、
留
学
生
入
試
な
ど
の
よ
う
に
、
入
り
口
だ

け
変
え
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
入
学
後
は
特
別
な
支
援
や
措
置
が

少
な
く
、
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
困
難
な
状
況
の
中
で
、
流
動
化
の
促
進
と
そ
の
支
援
は
、

ゆ
っ
く
り
と
し
か
し
着
実
に
進
展
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ

、
つ
。
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